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(:;Ij-A')地域に学ぶ子どもたち ⑨ 
くりんごの摘果体験〉

「ここ切ってもいいのかな?Jo 5月20日、上野方

小学校の児童が、りんごの余分な果実を取り除く

「摘果」作業を体験しましだ。こんなに小さなり

んごの実を男るのは初めてで、みんな興味津々。

落とす実を選15¥手に力が入ります。「僕も早くや

ってみたいな'"'-'J。秋には収穫体験ち行います。

(大海寺新地内のりんご園)

発行/魚津市 編集/企画広報室干937-8555富山県魚津市釈迦堂一丁目10番1号TEL0765-23-1015
ホームページアドレス/http://www.city.uozu.toyama.jp (広報は毎月1日発行です。)



tてこて
ヲごれがお!

esmそこ
ーー ロ

テレビがたくさん並んで'るね。いったいなんの展示会かしら?J 

号「これがケーブルテレビさ。今度魚津でも見られるようになるんだよ」
む~. i:t CJ トフー?そして魚一一一ぅ」

の
秋
、
魚
津
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が

開
局
し
ま
す

、，
、ー

愛
称
は
「
N
I
C
E
T
V」
(
ナ
イ
ス
テ
ィ
ー
ビ
イ
|
)

最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
「
情
報
化
社
会
」
。
日
常
生
活
の
中
で
、
手
軽
に
情
報
を
手
に
入

れ
て
活
用
し
た
い
、
と
い
う
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
地
域
に
よ
っ

て
手
に
入
れ
ら
れ
る
情
報
の
格
差
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
に
根
づ
い
た
情
報
や
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
手
段
と
し
て
、
新
川
地
区
で

初
と
な
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
今
年
か
ら
4
期
計
画
で
整
備
し
ま
す
。
今
回
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
っ
て
何
?

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
通
し

て
電
波
を
受
信
す
る
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
と
は
違

い
、
放
送
セ
ン
タ
ー
か
ら
専
用
の
ケ
ー
ブ
ル
線

を
使
っ
て
直
接
ご
家
庭
ヘ
番
組
を
届
け
ま
す
。

雪
や
風
な
ど
の
自
然
障
害
や
、
高
い
ビ
ル
、

山
陰
な
ど
の
影
響
も
関
係
な
く
、
き
れ
い
な
画

像
を
安
定
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
と
ど
う
違
う
の
?

「
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
テ
レ
ビ
が
見
た
い
」
、

「
も
っ
と
手
軽
に
情
報
を
手
に
入
れ
た
い
」
:
・
。

そ
ん
な
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る
の
が
ケ
ー
プ

a 

ル
テ
レ
ビ
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
魅
力
は
、
従
来
の
テ

レ
ビ
を
大
き
く
上
回
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
に
あ

り
ま
す
。
お
届
け
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
、

「
約
初
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
。
そ
の
中
に
は
、
生
活

に
密
着
し
た
地
域
情
報
や
市
民
参
加
番
組
か

ら
、
お
天
気
情
報
、
映
画
、
音
楽
、
ス
ポ
ー

ツ
、
娯
楽
、
放
送
大
学
な
ど
、
内
容
は
多
種

多
彩
で
す
。
北
陸
朝
日
放
送
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?

-
今
あ
る
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
今
お
使
い
の
テ
レ



ケーブルテレビのしくみ図1放送エリアの整備予定図図2

択一引込工事 対← 宅内工事 一対認さ~ 第 3 期(平成13年 3 月頃)
第4期(平成14年3Fl頃)

.サービス開始 混磁欝第1期(平成11年11月頃)
(予定) 翻聞隠第2期(平成12年 3Fl頃)

ピ
に
ケ
ー
ブ
ル
線
と
専
用
の
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
す
ぐ
に
見
る
こ
と
H

か

で
き
ま
す
。
(
配
線
工
事
は
必
要
で
す
)

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
や

B
S
・
C
Sチ
ュ
ー

ナ
ー
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
(
図

1
参
照
)

.
加
入
料
と
月
々
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

実
際
に
番
組
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
加
入
料
・

工
事
費
(
最
初
の
み
)
と
月
々
の
利
用
料
H

か
必

要
で
す
。
ま
た
、
開
局
・
工
リ
ア
拡
大
時
に
は

加
入
促
進
期
間
を
設
け
て
加
入
料
を
劃
り
引

く
予
定
で
す
。
(
詳
し
い
利
用
料
や
申
込
み
方

法
な
ど
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

・
一
部
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

N
H
K
の
受
信

料
は
別
途
必
要
で
す
。

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
で
き
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
線
を
使
っ
た
、
高
速
(
従
来
の
電

話
線
の
数
倍
j
数
十
倍
)
で
定
額
制
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

い
つ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
?

今
年
秋
の
開
局
(
刊
月
頃
の
予
定
)
か
ら

一
部
の
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

そ
の
後
順
次
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
、
平
成
昨

年
3
月
頃
ま
で
に
は
市
内
全
域
で
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

(図

2
参
照
)

愛
称
は
「
N
I
C
E
T
V」

(
ナ
イ
ス
テ
ィ

l
ピ
イ
|
)
で
す

魚
津
市
に
誕
生
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
。

愛
称
は
「
N
ー
C
E
T
V」
(
ナ
イ
ス
テ
ィ
ー

ビ
ィ
|
)
で
す
。
市
が
施
設
や
ケ
ー
ブ
ル
線

を
整
備
し
、
運
営
は
附
魚
津
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

N
I
C
E
T
V
で
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
の
名
前
と
、

N
ー
C
E
T
V
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
が
名
付
け
親
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
-
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

V
応
募
方
法

は
が
き
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
か
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を

1
点
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
0

・
締
切
り

7
月
叩
日
(
土
)

V
応

募

先

干

W
l
w

魚
津
市
釈
迦
堂

1
丁
目
川
|
げ

闘
魚
津
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

-
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
お
問
合
せ
は

闘
魚
津
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ヨ

ナ

イ

ス

8
0
1
2
0
1
3
4
4
1
7
1
4
 

《
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
》

ま
た
は

市
企
画
広
報
室
広
報
情
報
係

B
m
ω
1
1
0
1
5

ヘ

a 



月

市議会臨時会

5 

可・v

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
日
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
C
A
T
V
施
設
整
備
設
計
施
工
業
務
の
委
託
契
約
な
ど

5

議
案
を
可
決
、
承
認
、
同
意
し
、
副
議
長
の
選
挙
と
各
常
任
・
特
別

委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

V
副
議
長
及
び
、
常
任
・
特
別

委
員
会
委
員
(
敬
称
略
)

(
。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
)

議

会

運

営

委

員

会

。
七窪;畢清
沢田崎水

修
三

O
朝
野

義

敬

野

還

信

夫

古

金

秋

政

野

崎

総

務

文

教

委

員

会

。

七

沢

秋

政

O
野
津

津

崎

義

敬

綾

坂

浜
(
〈
口
佐
久
三
中
田

民

生

消

防

委

員

会

。

竹

内

進

O
山
本

吉

崎

源

太

郎

朝

野

古

金

広

産

業

経

済

委

員

会
弥生

副議長

越川
栄幸幹
吉広昭子

幸
昭

力
口
弘尚

弘
吉

野
や
二

。
野菊窪
崎池田

建
。
浜
多
奥
村
青
水

信
夫

O
田
中

達

慶

越

川

山
[
木
士
口

5受

委

光
幸
弥
生

員

A

Q

E

 

弘
之

O
山
崎

利

夫

清

河

修

三

朝

野

昌
弘貢

幹
子

環
境
問
題
特
別
委
員
会

。
浜
(
人
口
佐
久
三

O
吉
崎
源
太
郎

朝

野

彰

二

窪

田

信

夫

朝

野

幹

子

新
幹
線
及
び
交
通
問
題

特

別

委

員

会

。
野山菊
崎崎 j也

達
贋

O
古
金

昌

弘

清

水

栄
吉

修
三広

拠
点
都
市
特
別
委
員
会

。
;兵越清
多川河

言一

O
山
本

弥

生

竹

内

弘

之

田

中

弘
吉進

光
幸

エ
コ
シ
テ
ィ
・
片
員
川

総
合
開
発
特
別
委
員
会

。
津
崎

義
敬

O
中
田

中嬰奥
坂村

昭利
弘夫

野
津
七
沢

幸
昭
秋
政

議

会

だ

よ

り

編

集

委

員

会

。
朝
野
山
本
田
中

幹
子

O
山
崎

弘

吉

浜

多

光

幸

野

崎

昌
弘
弘
之

内
木
土
口

議

決

さ

れ

た

案

件

V
市

C
A
T
V
施
設
整
備
設
計

施
工
の
委
託
契
約

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設

整
備
設
計
施
工
業
務
に
つ
い

て、

8
億

3
、

0
5
1
万
8
、

5
0
0
円
で
側
魚
津
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
委

託
契
約
締
結
。

V
専
決
処
分
の
承
認

・
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
報
告

尚

6月市議会定例会
日程(会期16日間)

(
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
。

平
成
什
年
度
個
人
市
民
税
の

特
別
減
税
が
定
額
減
税
か
ら

定
率
減
税
と
な
り
、
平
成
叩

年
度
分
の
実
施
規
定
を
削
除
。

平
成
刊
年
度
個
人
市
民
税
の

最
高
税
率
を
口
%
か
ら
叩
%

に
引
き
下
げ
る
こ
と
な
ど
)

・
平
成
叩
年
度
市
一
般
会
計
補

正
予
算
の
専
決
報
告

・
平
成
叩
年
度
市

C
A
T
V
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専

決
報
告

同

意

a 

案

件

V
魚
津
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

朝

野

彰

二

氏

(
本
新
町
2
番
引
号
)

の
選
任
に
同
意
。

定例会開会

代表・一般質問

一般質問

民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

討論採決

10日休)

16日体)

17日(木)

18日(金)

21日(月)

25日(金)



職
訓
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
み
よ
う
/

職
訓
セ
ン
タ
ー
(
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
)
を
ご
存

知
で
す
か
?
最
近
特
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
ワ
ー
プ
ロ
・
パ

ソ
コ
ン
や
、
企
業
人
に
も
役
立
つ
講
座
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
事
業
所
の
講
習
会
や
、
一
般
住
民
の
方

の
研
修
会
な
ど
に
も
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
(
受
講
料
)
も
大
変
安
価
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

職
訓
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

-
利
用
で
き
る
施
設
は
?

会
議
室
、
教
室
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
室
や
視
聴
覚
教
室
な
ど

も
あ
リ
ま
す
。

-
開
館
時
間
は
?

月
j
土

曜

日

午

前
9
時
i
午
後
5
時

ω八力

(
夜
間
の
利
用
も
で
き
ま
す
)

-
休
館
日
は
?
毎
週
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

(
6
月
よ
り
、
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ヘ
変
更
に
な
り
ま
し
た
)

-
申
込
み
・
問
合
せ
先

直
接
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ

岱

μー
9
5
7
9

いろいろ使いみち、

7月の講座一覧(すべて申込みJII買)

講座名 講 度 内 令時四 日 時 受講料 ，疋d・『長電=匙 会 場

ワープロ体験講座 初めてワープロを試したい方を対象。 6月24日(木)'"'-'25日(金) 2，000円
20名( 太郎Ver5・2日間) 基本操作を学びます。 18 : 00'"'-'21 : 00 (テキス卜代含む)
魚津地域

職業訓練

品質管理(QC)講座
消費者が求める、製品やサービスを 7月13，14，19，

4，000円
センタ-

経済的に作り出すシステムです。基 21，22日 80名
計 5回

礎から学ぶ企業人向。 17 : 30'"'-'20 : 30 
(テキス卜代別)

• 6、

魚
津
市
で
は
、
次
の
と
お
リ
平
成
ロ
年
度
採
用
の
市
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
市
の
未
来
を
担
う
、
情
熱
あ
ふ
れ
る
人
材
を
待
っ
て
い
ま
す
。

上
級
(
大
学
卒
業
程
度
)

V
一
般
事
務

(
行
政
)

5
名
程
度

(
司
書
)
若
干
名

V
土
木
技
師

干

名

-
受
験
資
格

昭
和
凶
年
4
月
2
5
か
ら

昭
和
臼
年
4
月
1

B
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
方
。

※
司
書
は
、
司
書
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方
。

※
土
木
技
師
は
、
測
量
土
補

以
上
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
。

中
級
(
短
大
卒
業
程
度
)

V
保
育
士

若

干

名

・
受
験
資
格

昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
田
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
短
大
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
方
で
、
保

育
土
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
。

a 

第

1
次
試
験
日

9
月
日
日
(
日
)

受
付
期
間

7
月
ロ
日
(
月
)

1
7月

ω日
(
金
)

・
申
込
み
市
総
務
課
で
交
付

す
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
職
員
募
集
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
魚
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

第

1
次
試
験
日

7
月
日
日
(
日
)

受
付
期
限

6
月
日
日
(
火
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
干
問
削
(
住
所
不
要
)

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係
岱
お
ー
1
0
2
0



シリーズ
介護保険制度

その②

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
:
:
・

介
護
サ
ー
ピ

受
け
る
た
め
に
は
?

ス
を

申
請
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
ま
で

¥
 

困った・
どうしたら

いいの?

本人または

家族が「申請」

今年10月から申請を
受け付けます。

||  

|担当窓口|

先
月
号
で
は
、
介
護
保
険
制
度
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
実

際
に
介
護
や
支
援
の
必
要
な
方
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
市
の
認
定
(
要
介
護
認
定
)
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は
、
市
の
担
当
窓
口
に
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?

-
ま
ず
、
本
人
や
家
族
が
市
役
所
の
担
当
窓

口
に
、
申
請
書
と
介
護
保
険
の
保
険
証
を

添
え
て
申
請
し
ま
す
。

(申
請
は
、
県
が
指
定
す
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
や
介
護
保
健
施
設
に
代
行
し
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
)

・
こ
の
申
請
は
、
今
年
叩
月
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

だ
れ
で
も
申
請
が
で
き
る
の
?

介
護
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
方
の
中

で
、
次
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
(
申

請
が
で
き
る
方
)
に
な
リ
ま
す
。

-m歳
以
上
で
、
日
常
生
活
で
介
護
や
支
援

が
必
要
に
な
っ
た
方
。

-
m判

j
M
m
歳
の
方
は
、
初
老
期
の
痴
呆
や
脳

血
管
障
害
な
ど
、
老
化
が
原
因
で
あ
る
病

気
に
よ
っ
て
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
の
認
定
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
?

-
調
査
員
に
よ
る
調
査
(
第
1
次
判
定
)

・
申
請
を
受
け
る
と
、
市
職
員
や
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
の
調
査
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
さ
れ
る
方
の
自
宅
等
を
訪
問
し
、

日
常
生
活
動
作
や
心
身
の
状
況
な
ど
邸
項

目
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
調
査
を
基
に
、
〈
王
国
的
に
公
平
な
認

定
が
で
き
る
よ
う
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
第
1
次
判
定
」
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
の
医
学
的
な
管
理
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
、
「
か
か
り
つ
け
医
の
意

見
」
を
求
め
ま
す
。

-
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査

(第
2
次
判
定
)

.
訪
問
調
査
の
結
果
と
医
師
の
意
見
書
に
基

づ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
ど
う

か
介
護
認
定
審
査
会
で
審
査
判
定
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
度
合
に
つ
い
て
も
判
定
し

ま
す
。
こ
れ
が
最
終
的
な
要
介
護
状
態
の

区
分
と
な
り
ま
す
。
(表
1
を
参
照
)

a 



かかりつけ医の意見書

特記事項が

あれば送付

介護認定審査会

く判定結果〉

盟 国

介護サービスの利用

IIIIT ，.筒、..--、
司'‘ r .!oぞ a
~ ""'A-、お.. J!i¥ 

fミ弓::!.恥ζ"M¥ 

コンビュータ-処理
(第 1次判定)くわしくは7月号でお知らせします。

(判
f

〕
倒
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
が
必

要
な
理
由
が
、
老
化
に
よ
る
病
気
が
原
因

か
ど
う
か
も
判
定
し
ま
す
)

介
護
認
定
審
査
会
と
は
・
.. 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
学
識
経
験
者

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
全
国
一
律
の
基
準

を
用
い
て
審
査
判
定
を
行
い
ま
す
。

-
こ
の
認
定
結
果
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

県
の
介
護
保
険
審
査
会
に
申
し
立
て
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
認
定
の
区
分
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
?

-
認
定
結
果
は
、
申
請
し
た
日
か
ら
初
日
以

内
に
市
か
ら
通
知
さ
れ
、
認
定
さ
れ
た
区

分
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
認
定
前
で
も
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
介
護
認
定
の
区
分

介
護
の
認
定
は
、
「
要
介
護
」

(
5
段
階
)
、

「
要
支
援
」
、
「
自
立
」
の

3
つ
に
区
分
さ

れ
ま
す
。

・
要
介
護
:
・
日
常
生
活
の
中
で
、
基
本
的
動

作
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
、
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
方
。
介
護
の

必
要
度
に
応
じ
て
5
段
階
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
(
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
)

・
要
支
援
・
:
要
介
護
状
態
ま
で
は
い
か
な
い

要介護度 身 体の 状態

要支援
日常生活の能力は基本的にはあるが、
入浴などに一部介助が必要

要介護 I 立ち上がりや歩行が不安定
(部分的介護) 排j世、入浴など一部介助が必要

要介護 E 起き上がリが自力では困難
(中度) 排j世、入浴などで一部または全体の介助が必要

要介護 E 起き上がり、寝返りが自力ではできない
(雲監度) 排述、 入浴、衣服の着脱などで全体の介助が必要

要 介 護 W 排j世、入浴、衣服の着脱など多くの行為で
(貴重重度) 全面的介助が必要

要介護 V
生活全般について全面的介助が必要

(雄主介護を要時織

盆

介護認定の区分と状態像の例-表1

も
の
の
、
一
定
の
期
間
継
続
し
て
、
日
常

生
活
を
営
む
上
で
支
障
が
あ
る
状
態
の
方
。

(
必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
)

・
自
立
:
・
「
要
介
護
」
、
「
要
支
援
」
ほ
ど
の

状
態
に
な
い
方
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

来
月
号
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
介
護
保
険
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
・
.. 

市
高
齢
・
介
護
対
策
室

岱
幻

1
1
1
4
8
ヘ



2000年とやま国体，
強奥ア診察~シト⑨義典アヲドゆン穆ー露軍

マスコット
時丸・風丸

-
業
務
内
容

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体

及
び
同
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に

お
い
て
開
始
式
、
閉
会
式
で

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
業
務
、
式

典
ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務

-
応
募
資
格

・
高
校
生
を
除
く
四
歳
以
上
の

方
で
魚
津
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

・
今
年
と
来
年
開
催
さ
れ
る

2

0
0
0
年
と
や
ま
国
体
及
び

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
両
方
に

従
事
で
き
る
方
(
大
会
期
日

は
表
を
参
照
)

-
募
集
期
間

平
成
日
年

6
月
初
日
ま
で

・
応
募
・
問
合
せ
先

干
知
l

附
魚
津
市
北
鬼
江
制

2
0
0
0
年
国
体
魚
津
市
実

行
委
員
会
事
務
局

(
富
山
県
経
済
連
魚
津
支
所
内
)

【大会名及び期日】

大 よ2三:>，. 名 期 日

バレーボール 中部日本6人制バレーボール総合男女選手権大会 平成11年 7月25・26日

リハーサル
高等学校野球軟式 全国高等学校軟式野球選手権北信越大会 平成11年 7月31日・ 8月1日

大会

ラグビーフットボール 北信越高等学校ラグビーフットボール競技大会 平成12年6月17日・ 18日

2000年とやま国体 秋季大会 平成12年10月14日'"'-'19日

肌
寒
い
雨
の
降
る
中
、
約
2
、
8
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー

は
、
元
気
に
ス
タ
ー
ト
。
沿
道
に
は
応
援
の
皆
さ
ん
が

傘
を
さ
し
な
が
ら
大
き
な
声
で
声
援
を
送
り
、
魚
津
工
業

高
校
前
で
は
同
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
チ
ア
ガ
ー
ル
が
元

気
よ
く
応
援
し
、
選
手
を
力
づ
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
交
通
整
理
員
の
皆
さ
ん
は
、

ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、
選
手
を
気
づ
か
い
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

結
果
、
大
会
新
記
録
が

6
個
も
出
る
記
録
一
ブ
ッ
シ
ュ
の

う
ち
に
、
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

b 

大
会
成
績
(
各
種
目
優
勝
者
)

(O
は
大
会
新
記
録
)

【ハ

i
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

男

子

お

歳

未

満

原

口

男
子
お
歳
以
上
。
小
池

男

子

印

歳

以

上

上

杉

女

子

お

歳

未

満

黒

田

女
子
お
歳
以
上
。
河
野

【
印
刷
の
部
】

男
子
お
歳
未
満

男
子
お
歳
以
上

男
子
閃
歳
以
上

男

子

高

校

生

女
子
お
歳
未
満

女
子
お
歳
以
上

【
5
M
の
部
】

男

子

中

学

生

女

子

中

学

生

一

般

男

子

一

般

女

子

【
3
M
の
部
】

明

子

小

学

生

子

小

学

生

。
田
口
吉
原
蔭
井
朝
倉
金
子
広
浜

。
柳
津
上
回

。
目
沢
高
瀬

雄
二
(
愛
知
県
)

一
浩
(
新
潟
県
)

嘉
孝
(
茨
城
県
)

晴
美
(
福
井
県
)

恭
子
(
京
都
府
)

政
彦
(
黒
部
市
)

弘
高
(
婦
中
町
)

義
正
(
新
潟
県
)

寛
(
宇
奈
月
町
)

慶
子
(
立
山
町
)

良
子
(
魚
津
市
)

威
臣
(
八
尾
町
)

惰
紀
(
滋
賀
県
)

崇
(
入
善
町
)

律
子
(
滑
川
市
)

a 

高
場
由
紀
人
(
富
山
市
)

@
柳
津
史
(
八
尾
町
)



市民ぐるみで明るく

楽しい祭りにしましょう
。こんなときには警察署ヘ連絡

fl24-0110 
.むりやり品物を買わされたとき

・暴力行為を見たとき

。現場では警察官や指導員の指示に

ご協力願います。

-
規
制
日
時

6
月
4
日
(
金
)

7
日
(
月
)

日
時
∞
分
か
ら

叩
時
∞
分
ま
で

‘トーーーー
ト一司圃圃E 一 一司圃圃

一一---t

ア司
ゴヒ
電

一一→一方通行

~大型通行禁広 二コ=一二
平成銅鐸地価会最

←至滑川|

地価公示は、毎年国土庁が地域の代表的、

標準的な使われ方をしている土地を選んで、

適正な地価水準を公表するものです。公表

された地価は、土地取り引きする際の目安

になります。

閲覧用図書は、市建設課、図書館でご覧

になれます。平成11年の市内の主な地点の

地価公示は次のとおりです。

標準地の地番と住居表示
錨格〈円/nu
(変動率%)

大光寺字石割2131番5外
69，700 
[ -5.0 ) 

吉島2丁目808番 92，400 
(吉島2丁目 8番10号) [ -6.4) 

本町1丁目82番地1 66，80 0 
(本町1丁目 4番38号〉 [ -4.6 ) 

新宿121番15 1 72， 000 
(新宿7番11号〉 [ -4.4) 

末広町327番 138，000 
(末広町3番19号) [ -1.4 J 

上記5時点の平均変動率 [ -4.1 ) 

砂地価公示の問合せ先

市建設課用地開発係 H23-1089 

第3回

参墨シマ~~~畠7実傷事震.
鶴賄事磁

0-唱fil'.

友好親善都市タイ王国チェンマイ市を訪問する中学生

を募集します。チェンマイで友達を作ろう/

炉期 間 8月22日(日)'"'-'28日(却 7日間

惨募集人数 10名(市内在住の中学2・3年生で、積極的に交

流できる健康な人〉

惨申込方法 申込書と作文「私がタイで体験したいことJ(400 

字程度)を提出してください。

申込書は東・西中学校及び市役所企画広報室にあ

ります。

砂応募期間 6月15日(刈まで

炉費用等 パスポー卜取得、旅行傷害保険、こづかいなどで

約 3万円が必要です。

炉問合せ先 市企画広報室男女協力・国際係 H23-1017 

第48田急簿官官民合憲育実倉岡禽襲
砂日 時 6月27日(日)午前8時15分行進開始

砂場 所桃山運動公園陸上競技場(雨天時:ありそドーム)

金



《市の台所事情》をお知らせします。

一般会計の歳入歳出予算総額は184億1，278万円

市の財政状況がどのようになっ

ているかを 1年に 2回(6月と

12月入市民の皆さんにお知ら

せしています。

平成11年3月31日現在の平成

10年度予算執行状況を、表にま

とめてみました。

(この数字が、平成10年度の

決算額となるものではありませ

ん。万円未満四捨五入)

-EZ亙堕imt.
-E粛.

区 分 予算額 収入済額 収入割合 区 分

億万円 {t:'i: 万円 % 

市 税 663，300 642，382 96.8 民 生 費

地方交付税 333.957 397.219 118.9 全r、公己、 務 費

国庫支出金 176.583 138，400 78.4 土 木 費

市 債 138，360 46，420 33.6 教 =同t:>:: 費

県支 出 金 121，099 76.918 63.5 公 債 費

地方消費税交付金 52.324 52.324 100.0 商 工 費

分担金・負担金 51.415 49.894 97.0 衛 生 費

諸 収 入 66.468 63，813 96.0 農林水産業費

そ の 他 237，772 155.504 65.4 そ の 他

メ仁与ヨ、 計 1，841，278 1，622，874 88.1 l仁Lヨ 計

軍基調関電極彊回梯7・
会計区分 予 算 客員

執 イ丁

収入済額 収入割合

億 万円 億 万円

下水道事業会計 323，597 152.227 47.0 

農業集洛排水事業 64，044 32，817 51.2 

簡 易 水 道事 業 15.137 8，328 55.0 

国民健康保険事業 290.513 262，187 90.2 

老人保健医療事業 555.918 504，054 90.7 

水 族 館 事 業 22.012 20.994 95，4 

メ仁k1 計 1，271，221 980.607 77.1 

血

E~咽

予算額 支出済額 支出割合

{~: 万円 iむ万円 % 

369.952 348.326 94.2 

241. 922 227.578 94.1 

237.612 172.240 72.5 

221，546 206，270 93.1 

221，169 214，829 97.1 

166，084 105.791 63.7 

139.750 98.700 70.6 

119，454 91，086 76.3 

123，789 102.261 82.6 

1.841.278 1.567.081 85.1 

状 況

支出済額 支出割合

% 億 万円 % 

237.428 73.4 

40.048 62.5 

12.612 83.3 

253.260 87.2 

498，023 89.6 

19，177 87.1 

1，060，548 83.4 
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協力)と85願削ヨ)
缶百現!ml盟問責

133，676円

がぷ;、-?:与
さー詳￥注ぎγ

市民税

53，426円

h

、S税
円

‘J』
4

車
M

∞

・
同
協
引
出
動

J

・・・・・・・・・圃‘
.. ，
寸
l
i

--・冒I
司

a
w
'同
国

a7叫
凡

軽

1，699円

置軍司(J)'彊g
199億4，467万円

415，038円

借入額

85億7，196万円

37億7，022万円

28億1，520万円

15億2，871万円

10億6，135万円

21億9，723万円

区分

縁故債

土木債

教育債

減税補てん債

公営住宅債

他

。市民 1人あたり
(法人含む〉

固定資産税

72，088円

市たばこ税

5，157円

・その他(入湯税など〉

総額(一般会計)

市民 1人あたり

み
ん
な
で
ス
ク
ラ
ム
/
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化

市
で
は
ご
み
の
減
量
に
つ
い

て
困
っ
て
い
ま
す
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
な
か
で

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
合
成
樹
脂
は
、
黒
部
市
に

あ
る
新
川
広
域
圏
宮
沢
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
溶
か
し
て
固
め
、
容

積
を
小
さ
く
し
て
埋
め
立
て
る

滅
容
化
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
と
き
、
金
物
や
陶
器
・
ガ

ラ
ス
類
が
混
じ
る
と
、
処
理
に

支
障
を
来
た
し
、
容
積
を
小
さ

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
こ
の
ま
ま
の
ぺ

l
ス

で
搬
入
が
続
く
と
、
約

6
年

間

で
満
杯
に
な
る
と
い
う
試
算
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
新
た

宣言ミ

に
土
地
を
求
め
な
く
て
は
な
ら

ず
、
市
民
の
負
担
が
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
や
お
酒
・
調
味
料

な
ど
、
人
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
で
き
る
も
の
が
入
っ
て
い
た

ビ
ン
と
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
ご
み
と
区
分
し
て
、
月

1
回
の
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
最
近
利
用
が
増
え
て

き
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

も
、
ス
ー
パ
ー
や
小
・
中
学
校

及
び
市
役
所
に
、
資
源
回
収
用

の

P
E
T
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
問

合

せ

先

市

民

生

活

課

環
境
係

a
n
-
-
0
4
8

の

aE曙翠軍事官

そ

借入額

8億6，000万円

8億6，000万円

会計区分

一般会計

合計

SE謹翠Bfil璽g
1，062，397rrf 

190.663rrf 

47億7，627万円

5億2，701万円

土地

建物

基金

有価証券・その他

ク
ル
マ
の
不
正
改
造
防
止
を
/

運
輸
省
で
は
、
暴
走
行
為
等

を
助
長
す
る
よ
う
な
不
正
改
造
車

を
排
除
す
る
た
め
、

6
月
の

1
か

月
間
、
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す

る
運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

特
に
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
違
法

な
着
色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
、

ク
リ
ア
レ
ン
ズ
の
テ

l
ル
・
ブ

レ
ー
キ
ラ
ン
プ
、
後
部
方
向
器

の
白
色
又
は
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
な

ど
の
使
用
等
は
、
見
間
違
い
を

引
き
起
こ
し
ゃ
す
く
と
て
も
危

険
で
す
。

不
正
改
造
を
絶
対
に
し
な
い

で
下
さ
い
。

不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報

や
自
動
車
改
造
な
ど
に
関
す
る

a 

問
合
せ
は
、
中
部
運
輸
局
富
山

陸
運
支
局
ヘ

8
0
7
6
4
ー

お

ー

6
6
1
0

運転審議および助等急務の惑ガラスへの

義敏フィルムの結り付け
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5116 

日頃の成果を
大発表.ノ
生涯学習発表大会
開催

市
生
涯
学
習
発
表
大
会
が
新
川
文
化

ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
、
作
品
展
示
げ
サ
ー

ク
ル
と
お
茶
席
2
席
、
実
技
発
表
7
サ
ー

ク
ル
が
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
会
場
に
は
、
サ
ー
ク
ル
参

加
者
や
そ
の
家
族
が
集
い
、
と
て
も
和

や
か
な
ム
ー
ド
。
作
品
の
出
来
具
合
や

苦
心
談
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
技
発
表
で
は
、
宣
一
一
剣
な
眼

差
し
と
、
時
折
緊
張
感
も
走
る
中
、
参

加
者
の
演
技
に
満
員
の
観
衆
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

518 
ワどんな作品になるかな

かもめ児童センターで陶芸教室

白

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー
で
間
芸
教
室

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
や
親
子
連
れ
の

幼
児
な
ど
定
員
い
っ
ぱ
い
の
市
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

ろ
く
ろ
の
上
に
粘
土
を
の
せ
て
、
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
お
血
な
ど
思
い
思
い
の

作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な

真
剣
そ
の
も
の
。
約
1
時
間
で
「
型
作

り
」
が
完
成
し
、

5
月
下
旬
に
は
色
付

け
を
し
ま
し
た
。
さ
て
、
ど
ん
な
作
品

が
で
き
る
か
な
?
こ
の
間
芸
教
室
は
7

月
ま
で
毎
月
2
回
聞
か
れ
て
い
ま
す
。



5112 

5114 

雲水
悼の
蕃恵
雲み
礼を闘
祈
願

魚
津
保
育
園
児
と
市
交
通
セ
ン
タ
ー

大
町
校
下
高
齢
者
部
会
の
会
員
が
、
交

通
安
全
を
祈
願
し
た
手
作
り
マ
ス
コ
ッ

ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
ま
し
た
。

校
区
の
高
齢
者
な
ど
で
作
る
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
は
ま
な
す
」
の
メ
ン
バ
ー

が
、
春
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、

事
故
を
起
こ
さ
ず
無
事
に
「
帰
る
」
よ

う
に
と
力
工
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
叩
個

製
作
し
ま
し
た
。

園
児
と
地
区
の
お
年
寄
り
は
、
「
安

全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ド
ラ
イ
バ
ー

に
注
意
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

1
つ
ず

つ
手
渡
し
ま
し
た
。

雨
ご
い
の
神
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
る

片
貝
南
文
谷
の
龍
石
神
社
で
春
の
祭
礼

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
神
体
で
あ
る
龍
石
は
白
い
花
こ
う

岩
に
龍
が
巻
き
付
い
た
よ
う
な
黒
い
模

様
が
あ
り
、
水
不
足
の
時
に
は
石
を
た

た
く
と
雨
が
降
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

参
加
者
約
切
人
が
神
前
に
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
た
後
、
川
岸
に
あ
る
龍
石
に
お

神
酒
を
か
け
て
、
水
の
恵
み
が
あ
る
よ

う
に
と
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

519 
五月晴れに薫風
魚津しんきろうマーチ開催

盆

今
年
も
魚
津
歩
こ
う
会
主
催
の
し
ん

き
ろ
う
マ
ー
チ
が
、
あ
り
そ
ド
l
ム
を
発

着
点
に
、
河
川
の
天
神
山
コ
l
ス
と
8
M

の
水
族
館
コ
l
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
の
も
と
、
約
制
人
が
参

加
。
植
え
つ
け
ら
れ
た
ば
か
り
の
水
田
に

老
若
男
女
の
ウ
ォ

l
力
l
姿
が
映
え
、

清
々
し
い
汗
を
に
じ
ま
せ
、
楽
し
い
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
歩
こ
う
会
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
参
加
者
が
増
え
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
も
大
勢
い
ま
す
。
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(三ケ)

体
育
指
導
員
さ
ん
を
ご
存
知
で

す
か
?
各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

の
裏
方
を
つ
と
め
た
り
、
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
家
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。

下
中
島
地
区
で
指
導
員
を
つ
と

め
る
高
木
美
喜
子
さ
ん
は
、
こ
の

道
辺
年
の
ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
で
す
。

「
昔
は
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る

人
が
少
な
か
っ
た
で
す
。
今
は
い

ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
皆
さ
ん
楽
し

ん
で
い
ま
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。

高
木
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
の
出
会

い
は
、
中
学
時
代
に
始
め
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。
結
婚
後
に
、
地
区

で
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
創
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

指
導
員
に
な
る
き
っ
か
け
だ
っ
た

と
か
。
「
最
初
は
、
ボ
ー
ル
を
さ
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
仲
間
ば
か
り
で
し

た
。
で
も
、
み
ん
な
や
る
気
満
々
。

メ
キ
メ
キ
上
達
す
る
姿
を
見
て
私

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」
。

現
在
で
は
週
1
団
体
育
館
で
汗

を
流
し
て
い
る
ほ
か
、
新
し
く
ス

ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
「
新
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
と
に

か
く
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、
無
理

せ
ず
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
」
。

みんなの笑顔が
パワーの源

下中島地区で体育指導員をしている

高木美喜子さん
下中島地区のバレーボール仲間の皆さんと。前列中央が高木さん

一
度
ス
ポ
ー
ツ
を
や
め
よ
う
と
思
っ

た
人
が
、
体
力
に
合
わ
せ
て
元
気

に
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
く
れ
た
時

が
一
番
う
れ
し
い
と
か
。

本
業
で
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
栽
培
、
ハ
ウ
ス
園
芸
な
ど
、
農

業
を
営
む
高
木
さ
ん
。
今
の
時
期

は
ハ
ウ
ス
で
育
っ
た
花
の
配
達
な

ど
に
忙
し
い
毎
日
で
す
。

「
つ
ら
い
仕
事
を
し
て
い
て
も
、

夜
に
な
れ
ば
足
が
体
育
館
に
向
い

て
い
る
D

ス
ポ
ー
ツ
っ
て
不
思
議

な
魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、

そ
し
て
自
分
自
身
も
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
。

• 圃圃圃-圃・・
友だちのわで紹介さ

れたら、テレないで・

参加してください。

お願いします。

5月号の大角さんから

スター卜

圃圃・-圃・圃・・圃圃圃圃・圃--
森竹重人さん〈糊)11)

娘さんがソフト

ポール部に所属。

丹 1回試合があるとか。「休

み時には必ず見に行ってます。

勝てば、まるで自分のことの

ように喜んでいますj

お世話になっている北山さんへ

---園田園----圃・圃圃圃-

北山美代子さん(三郎

町内のご夫婦で、

Jf..可集う会を作ってお

られるとか。 f今年で10周年
に芯ります。会員みんなで、

ゆっくり温泉旅行ヘ行ってみ

たいですねj

お世話になっている成瀬さんヘ

-櫨-圃・・----由瞳薗圃園圃-

畠



'笈~歩憩いのひろばは、みなさんに登場していた

だくページです。

各コーナーに出ていただける人やグループ

を募集しています。

姿、-.!J._，，/'" 24時間オープン国際交流:
魚津市国際交流員

ブレット

23、10/5"

ンジャーさん-フ• 
企画広報室(恕23ぺ015)までご連絡下さい

魚
津
市
国
際
交
流
員
と
し
て
の

勤
務
期
間
は
、
早
く
も
残
り

2
か

月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
も
う
じ
き
魚
津
を
離
れ
る

実
感
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
交
流
員
と
し
て
や
っ
て
き

た
仕
事
は
様
々
で
し
た
。
仕
事
の

お
か
げ
で
、
毎
日
の
よ
う
に
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
思
い
出
に
な
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

料
理
教
室
で
ア
メ
リ
カ
料
理
を

教
え
た
時
、
ア
メ
リ
カ
人
の
口
に

は
ゼ
ン
ゼ
ン
辛
く
な
い
も
の
を
作
っ

た
ら
、
参
加
し
た
夫
婦
が
「
辛
い

/
辛
い
/
」
と
言
い
な
が
ら
食
べ

た
こ
と
や
小
学
校
訪
問
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
、
ご
く
普
通

の
話
を
す
る
だ
け
で
、
子
供
た
ち

が
「
う
わ
|
/
」
と
感
動
し
た
こ

と
や
、
こ
の
「
田
舎
」
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
あ
れ
ほ
ど

の
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
世
界
バ
レ
ー

選
手
権
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
特

に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

2
年
前
に
魚
津
に
来
て
か
ら
、

毎
日
こ
う
い
う
仕
事
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
が
、
参
加
し
た
市
民
の
み

な
さ
ん
に
も
、
新
し
い
経
験
を
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
ら
、

な
に
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

市
役
所
の
仕
事
以
外
で
も
、
買

い
物
を
し
て
い
て
も
、
飲
み
に
行
っ

て
い
て
も
、
国
際
交
流
を
し
て
い

る
と
感
"
し
て
き
で
い
ま
す
。
国
際

交
流
と
い
う
の
は
「
仕
事
」
と
い

う
よ
り
、
「
生
活
」
の
一
種
だ
と

い
っ
た
方
H

か
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
市
役
所
の
仕
事
が
終
わ
っ
て

魚
津
を
離
れ
て
も
、
他
の
職
業
に

就
い
て
も
、
魚
津
の
経
験
を
基
に

し
て
、
僕
は
い
つ
ま
で
も
国
際
交

流
員
だ
と
思
い
ま
す
。

元
気
ク
シ

大

光

寺

そ

う

ま

岡
本
壮
真
く
ん

(
岡
本
輝
夫
・仁
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

ス
ク
ス
っ
ち
ゃ
ん

釈

迦

堂

み

き

元
野
美
紀
ち
ゃ
ん

(
元
野
岩
雄
・千
佐
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

元
気
に
ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
く
だ

さ
い
。

残りの期間も全力投球します/
平成9年8月l日生まれ

成瀬友拐さん(三国)

高校時代から20

年以上続けておら

れるラグビ o 6月{こ試合を

控えているとか。 「最近練習

をさぼっていますが、 少しず

つ体にムチを入れますよJ

仲の良いお友だち有磯さんへ

盟副官L~ -圃聞圃---・1・-圃聞聞-
ー-

置圃・

有磯 明さんは仲新)

』 ご家族全員がス

号、ポーツを楽しんで

いるという有磯さん。「会話

でもスポーツの話題が中心で

す。子供もいきいき話をして

いますよ」

家族ぐるみのおつきあい藁谷さんへ

高谷敬子さん(金浦町)

学童保育のお世

話をする高谷さん。

「ここは子供たちにとって、

学校でも家でもない別空間の

ようです。毎B元気な顔を見

るのが楽しみですJ

大好きな漬本さんヘ

記立E---園周聞

来
月
号
へ

自



.6月の休館日・
4日'"'"'14日、20日、
28日、30日

-図書館講座で知識を得ょう・

川柳教室

朗読録音研修会

佐々木文書研究会

古文書解読会

魚津読書会

草がなで読む読書会

時事英語を読む会

魚津短歌会

源氏物語を読む会

2日制

1 5日ω
1 6日制

18日働

21日(月)

22日側

25日働

26日出

27日(日) -開館時間・
平日 9:30'"'"'18:00
土日 9:30'"'"'16: 00 

-整理休館日.

4日(到力、ら14日(月)ま

で、資料等の整理のた

め、休館いたします。

せ とうちじゃくちょう

瀬戸内寂聴著

俳人にして小料理屋の女将・藤木阿紗92歳。きもの

研究家・浅井ゆき84歳。スナックのママ・珠子72歳。

阿紗の娘・薫64歳。歳を重ねて今だからこそ、見えてく

るものがある。女性たちの「生」があふれる長編小説。

上・下いよよ華やぐ
-みんな集まれ子どもの集い・

(子供映画劇場 10: 30'" 

26日(土.) I長靴をはいた猫」

・「歌麿の錦絵」展示中・

29日ωまで

楽
し
く
選
ん
で
こ
の
一
間

【
新
着
図
書
か
ら
】

-
一
般
空

と

山

の

あ

い

だ

田

津

拓

也

合

わ

せ

鏡

朝

日

新

聞

社

温

か

な

こ

こ

ろ

春

秋

社

も
も
こ
の
お
も
し
ろ
健
康
手
帳

さ
く
ら
も
も
こ

子
供
と
楽
し
く
暮
す
肌
の
方
法

イ
レ
イ
ン
・
セ
ン
ト
ジ
ェ
!
ム
ズ

都

知

事

と

は

何

か

内

藤

園

夫

明

日

を

診

る

堺

屋

太

一

φ
文
学
・
小
説

イ
ン
ト
ゥ
ル

l
ダ

l

高
嶋
哲
夫

木

曽

義

仲

上

・

下

山

田

智

彦

ロ

ス

ト

ワ

ー

ル

ド

林

真

理

子

奇

貨

居

く

べ

し

宮

城

谷

昌
光

夜

逃

げ

屋

本

舗

マ

イ

ス

ト

ロ

永

遠

の

仔

上

・

下

天

童

荒

太

憧
れ
し
日
本
へ
逃
れ
て
浅

川

純

平
野
啓
一
郎

1
月
物
語

φ
児
童
ヒ
ロ
シ
マ
は
世
界
を
む
す
ぶ
小
島
昌
世

と
り
か
え
つ
こ
と
り
か
え
っ
こ

森

山

京

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

ぶ
ん
ど
り
大
作
戦浜
野
え
つ
ひ
ろ

ま
い
ご
の
に
ん
タ
マ

尼
子
騒
兵
衛

1週間〉までです。貸し出しは、ひとり 5冊、 2週間 (CD・ビデオは 3本、

_/ヘ
F 温・・
かもめ(経団)
ft23 -1777 

観卿鵬 .割聞 鋪限鴨 鍵讐鴨 a鴨署 m製輔 剣劇雌

おとうさんありがとう

製男輔 '曹輯

》此畑
ft24 -2402 

?λ仁
一一勧

く〉折り染めであそぽう

26日(土.) 14: 00'"" 

講師花岡貞彦さん

対象小学生

参加費無料

間宗務 側聞峨 鰐曹鴨 緑眼. ...曹

く〉紙粘土で小物を作ろう

24日(木)・ 25日(金)

15 : 00'"" 

金



-~~)tむ司 ft24-4100

魚津水族館ふれあい学習

おりがみ水族館-Part3
父の日にお父さんへ、折わ紙のプレゼン

トはし可かがですか。

メッセージ付きのかわいい

「魚、のフォトフレーム」
を作ります。

10 : 00'"'-'12 : 00 
(時間内随時)

13 : 00'"'-'16 : 00 

魚津水族館3階

レクチャ ーホール前 特設会場

参加費 無料(入館料は必要です)

砂問合せ先 魚津水族館

6月20日(日)

会場

日 催 物 開演時間 入場料 間合せ先

5自由 ケイダッシュ・ S 18:30 会員制
魚津演劇鑑賞会

大ホーJ!t 「ミュージカル青空」 2i24-6635 

6日(日) 魚津高等学校吹奏楽部 14:00 500円
魚津高等学校吹奏楽部

大*ール 定期演奏会 2i22-0221 

11 かづみ野音楽祭'99
14:00 

前売 600円 新川文化ホール

小ホール ジャズ・スペース inNIIKAWA (当日 700円) 2i23-1123 

13日(8) かづみ野音楽祭'99
14:00 前売 600円

新川文化ホール

大ホール 新川地区社会人吹奏楽の祭典 (当日 700円) 2i23-1123 

14臼伺) サロンコンサー卜'99 大人2，500円 :うージュ・:ュージッ?・うヴ7-1.
19:00 小人2，000円

小ホール あじさい色のハーモニー (当日500円増) 2i24-0121 

19日(:t)
19日

創作音楽劇 19:00 大人2，000円 新川文化ホール
"'20 B (日)

「僧ケ岳伝説」 20日 小人1，000円 2i23-1123 
大ホール

14:00 

20日(日)
詩吟神風流富山県大会 9:30 組 料

詩吟神風流富山県総支部
小ホーJ!t 2i24-0140 

26自由
ピアノ・ブリランテ発表会 13:30 伍 料

法原留美イ圭
Jj¥ホ-，Jレ 2i24-2548 

27B(日)
富山県母親大会 10:00 無 料 富山県母親大会実行委員会

大ホール (資料代600円) 包 076-445-1009

掲載したものは催物の一部です。詳しいことは、サンプラザ、楽器屈などにあるイベン卜ガイドをご覧ください。

》ミューミふ勺勺弓レ手 • 6月5日…かづみ野音楽祭ブレコンサー卜

• 6月12日…谷川真紀子&女声合唱団ベルスーズ
(やまなみ土曜コンサート) • 6月26日一・日露友好ファミリーコンサー卜

-~~~~f~j司~løl主・ ft31-7045

考古学教室のご案内

7月4日(日)9 : 00'"'-'12 : 00 
土器型づくり

7月25日(日)9 : 00'"'-' 12 : 00 
土器野焼き

参加費 無料

募集人数 22人(申込み順。 2回とも

参加できる人に限る)

砂申込み・問合せ先

市教育委員会社会教育課

2i23-1045 

縄文土器づくり

第 1回

富
山
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
展

「
日
本
画
へ
の

い
ざ
な
い
」

6
月
3
日
側
j

m
日
側

nU土
寸
(
)
Q
M
土
寸

1
i
日
μ

1

1
ム
日
μ

8
日

ωは
休
館

・
新
川
文
化
ホ

l
ル

展
示
ホ

l
ル

第2回

日 催 物 開演時間 入場料 問合せ先

12日ω 全日本卓球選手権 市卓球協会
ホープス・カブ・パンビ 9:00 無 料

アリーナ 富山県予選大会 2i24-1513 

26臼仕)
剣道段位審査会 9:00 鑑 料

市剣道協会

アリーナ 2i24-3227 

27日(日)
環境フェスティバル 10:00 無 料

市連合婦人会

産業展示ホール 2i23-1045 

血



福祉

手
話
に
、
関
心
が
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
o

v日
時

6
月
お
日

i
9月
比
日

毎
週
水
曜
日
(
8
/
日
を
除
く
)

午
後
6
時
鈎
分

i

計
ロ
回

V
会

場

百

楽

荘

2
階
会
議
室

・
定
員
叩
名
(
申
込
み
順
)

・
申
込
期
限

6
月
お
日
(
水
)

・
受
講
料
無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

8
2
1
8
3
8
8
 

一ケ
ア
ワ
l
力

l

園

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
ホ

l
ム
へ
ル

パ
!
と

ケ
ア
ワ

l
カ
l
を
募
集
中
で
す
o

v応
募
条
件

ヘ
ル
パ

l
資
格
3
級
以
上
の
方

.
勤
務
時
間
帯

①
午
前
9
時
l
ロ
時

②
午
後
1
時

1
5時

③
午
後
5
時
(

)

9

時

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
n
8
3
8
8
 

持

一立
山
カ
ル
デ
ラ

一体
験
学
習
会

V
日
時

7
月
か
ら
印
月
ま
で

の
聞
に
計
出
回
開
催

・
毎
週
水
曜
日

(
ト
ロ
ッ
コ
利
用
、
個
人
対
象
)

・
第
1
・
3
・
5
金
曜
日

(
パ
ス
利
用
、
個
人
対
象
)

-
第
2
・
4
金
曜
日

(
パ
ス
利
用
、
団
体
対
象
)

V
応
募
資
格

・
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

を
見
学
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

.
小
学
校
3
年
生
以
上
の
健
康

な
方
(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

V
詳
し
い
日
程
・
応
募
方
法
・

申
込
期
限
な
ど

市
建
設
課
、
立
山
カ
ル
デ
ラ

砂
防
博
物
館
に
あ
る
応
募
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

体
験
学
習
会
の
係

8
0
7
6
4
I
m
-
-
3
6
0
 

F6
月
の

一歩
こ
う
会

V
日
時

6
月
日
日
(
日
)

午
前
7
時
日
分

電
鉄
魚
津
駅
集
合

・
行
き
先
下
立
駅
下
車
。
松

尾
金
毘
羅
社
の
森
か
ら
新
川

牧
場
ま
で
歩
き
ま
す
。

帰
り
は
自
由
。
各
地
鉄
駅
で

乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
各
自
持
参
、
交
通
費
各

自
負
担

V
問
合
せ
先
魚
津
歩
こ
う
会

a
M
A
1
4
7
0
(
三
輪
)

県
民
カ
レ
ッ
ジ
酉

夏

季

講

座

量

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
に
よ
る
、
講
演
会

形
式
の
集
中
講
座
で
す
。

V
日
時
(
富
山
会
場
)

7
月
日
日
(
月
)
、
幻
日
(
木
)
、

お
日
(
金
)

午
後
6
時

ω分
1
8時

・
会
場
県
教
育
文
化
会
館

・
受
講
料
側
円
(
資
料
代
含
む
)

高
校
生
以
下
は
無
料

・
申
込
受
付

6
月
M
日
(
月

)
i

※
高
岡
会
場
も
有
り

・
日
時

7
月
お
日
(
月
)
、

お
日
(
水
)
、

m日
(
木
)

f語、
魚津 大会

6月13日(日)
午前10時まで受付

.大町公民館

参加費一般 2，000円

学生 1，000円

e月30日まで
市県民税
(第 1期分)
下水道の

受益者負担金
(第 1期分)

-
会
場
高
岡
文
化
ホ
l
ル

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

8
0
7
6
4
1
4
1
8
6
3
5
 

(
内
線
2
2
3
)

一ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
圏

一能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
盟

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

コ
l
ス
名
、
受
講
料
な
ど
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
6
月
の
開
講
料
目

・
三
次
元
測
定
技
術

.
工
作
機
械
の
診
断

な
ど

7
系
統
8
コ
l
ス

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
富
山

開
発
援
助
課
(
魚
津
市
川
縁
)

8
M
2
2
0
4
 

血

炉問合せ先

魚津棋友会 H22-3854



英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ロ
ン

V
日
時

6
月
初
日
(
月
)

午
後
7
時

1
8時

ω分

市
役
所
第
一
会
議
室

V
会
場
一了
管
室
iν
‘ソク

一フ
工
芸
ア
ィ
パ
ル
嘉
包
奮
貝

毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る
、

若
者
に
よ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン

ト
「
う
お
づ
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

国
際
交
流
・
音
楽
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も

O
K
/

い
っ
し
ょ
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

以
上
2
件
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室

男
女
協
力
・
国
際
係

8
nー

1
0
1
7

イベン卜

ア
ユ
解
禁
角
川
・
布
施
川

一片
貝
川

(
8
号
線
の
下
流
)

-
釣
り
(
毛
針
釣
り
、
友
釣
り
)

6
月
四
日
(
土
)
午
前
5
時

・
投
網
、
て
ん
か
ら
網

6
月
M
日
(
木
)
正
午

V
遊
漁
許
可
の
手
続
き

釣
り
の
遊
漁
許
可
は
市
内
の

釣
具
屈
で
受
け
て
く
だ
さ
い
0

.
網
漁
の
手
続
受
付
期
間

6
月
四
日
(
土

)iμ
日
(
木
)

午
前
9
時

ω分
(
)

午
後
5
時
叩
分

V
手
続
場
所
・
問
合
せ
先

呉
東
内
水
面
漁
協
事
務
所

8

4

6

8

1

7

5

1

2

 

情報

洗水 |
管道 l

し管 i
まを |
す

-
期
間
6
月
刊
日
(
月
)
j
m
日
(
金
)

午
後
叩
時
j
午
前
3
時

市
内
全
域
で
、
水
道
管
の
内

部
を
清
掃
す
る
洗
管
作
業
を
行

い
ま
す
。
一
部
の
地
域
で
は
、

水
圧
の
低
下
や
赤
い
水
(
鉄
分
)

の
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先
市
水
道
局

窓
お

ー
1
0
1
3

女
性
の
た
め
の

犯
罪
被
害
電
話
相
談

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
女
性

が
被
害
に
あ
う
事
件
が
多
発
し

ま
す
。
警
察
で
は
、

MA時
間
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被

害
に
あ
っ
た
ら
泣
き
寝
入
り
せ

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v特
別
相
談
日
6
月
日
日
(
水
)

※
女
性
相
談
員
が
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
o

v相
談

先

魚

津
警
察
署

B
M
A
l
o
-
-
o
 

た
て
も
ん
協
力
隊
員
を

募
集
し
ま
す

魚
津
ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
「
た
て
も
ん
祭
り
」
。

昨
年
は
、
大
勢
の
た
て
も

ん
協
力
隊
員
の
お
か
げ
で

大
成
功
に
お
わ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
あ
の
感
動
を
い
っ

し
ょ
に
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま

す
。
V
参
加
募
集
対
象

①
満
日
歳
以
上
の
男
女
(
高
校
生
は
除
く
)
・
・

両
日
と
も

1
0
0
名
ず
つ

②
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児
童
と
そ
の
父
兄

(
親
子
で
参
加
)
:
・

1
0
0
組

V
日
時
8
月

7
日
(
土
)
・

8
日
(
日
)

(
た
だ
し
、
②
の
親
子
参
加
は

8
日
の
み
実
施
し
ま
す
)

※
両
日
と
も
、
午
後
6
時
に
埋
没
林
博
物
館
へ
集
合
。

(
夕
食
は
各
自
で
済
ま
せ
て
き
て
く
だ
さ
い
)

V
申
込
期
限

7
月
日
日
(
木
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

8
nー

1
0
4
5

F
A
X
お

1
1
0
5
2

昨年の祭りから

企



一刈
り
取
っ
た
草
は

一川
ヘ
流
さ
な
い
で

毎
年
、
農
作
業
な
ど
で
刈
り

取
ら
れ
た
雑
草
が
河
川
に
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
河
川
は

汚
れ
、
海
に
流
れ
つ
い
た
雑
草
が

網
に
か
か
る
被
害
も
で
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
の
た
め
に
も
、
刈
り

取
っ
た
草
は
河
川
に
流
さ
ず
、

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
市
農
業
水
産
課

農
政
係

a
n
-
-
0
3
4

一街
路
樹
な
ど
の
害
虫
駆
除

一薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す

6
月
よ
旬
か
ら

7
月
下
旬
ま

で
の
梅
雨
の
時
期
に
、
市
が
管

理
す
る
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木

の
害
虫
駆
除
の
た
め
の
薬
剤
散

布
作
業
を
行
い
ま
す
。

散
布
作
業
の
際
に
は
、
歩
道

な
ど
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
や
駐

車
さ
れ
た
自
動
車
の
移
動
、
洗

濯
物
の
取
り
入
れ
な
ど
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
街
路
樹
や
公
園
の
樹

木
に
害
虫
が
発
生
し
た
場
合
や

枝
払
い
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

そ
の
作
業
は
市
で
行
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
市
公
園
住
宅
課

公
園
保
全
係

E
n
1
1
0
2
7

新
し
い
橋
の
名
前
は

『
新
月
形
橋
」
に
決
定

市
広
報
ロ
月
号
で
募
集
し
た
、

早
月
川
に
建
設
中
の
橋
の
名
前

が
「
新
月
形
橋
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
応
募
総
数
は
別
件
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
新
月
形
橋
」
は
、
今
年
度

中
に
完
成
し
ま
す
。

一

6
月
は

で土
砂
災
害
防
止
月
間

市
内
に
は
多
く
の
危
険
箇
所

が
あ
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
雨

の
時
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

V
問

合

せ

先

市

建

設

課

岱
お
ー

1
0
2
9

提
出
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
児
童
の
養
育
状
況

や
前
年
の
所
得
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
、
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は、

6
月
日
日
頃
に
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
係

a
n
-
-
0
0
6
 

テ
レ
ビ
の
海
外
電
波

混
信
に
つ
い
て

こ
の
時
期
、
テ
レ
ビ
の

1
・
3

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
全
体
に
板

目
模
様
が
現
れ
た
り
、
色
が
消
え

た
り
、
音
声
に
外
国
語
が
混
入
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
例
年

5
月
末
か
ら

8
月
頃
に
か
け
て
、
日
本
海
上

空
に
電
波
を
跳
ね
返
す
雲
が
突

発
的
に
発
生
し
、
普
段
到
達
し

な
い
大
陸
の
電
波
が
反
射
し
て

到
達
し
、
混
信
す
る
た
め
で
す
。

テ
レ
ビ
の
故
障
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
混
信
障
害
が
消
滅

す
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

N
H
K
富
山
放
送
局

2
0
7
6
4
l
M
6
6
4
7
 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査

7
月

1
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
事
業
所

・
企
業
統
計
調
査

と
商
業
統
計
調
査
が
同
時
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査

は
、
国
・
県
・
市
に
お
け
る
産

業
や
経
済
振
興
の
施
策
な
ど
を

立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す
。

6
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事

業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺

い
し
ま
す
。
調
査
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。V
問

合

せ

先

市

総
務
課
行
政
係

密
閉

ω
1
0
1
9

護
衛
艦
の

一
般
公
開

護
衛
艦
「
し
ま
か
ぜ
」

が
一

般
公
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
日
時

6
月
お
日
(
土
)
、
幻
日
(
日
)

・
場
所
富
山
新
港
北
埠
頭

※
体
験
航
海
も
で
き
ま
す
。
(
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
み
が
必
要
)

¥
相
談
は
無
料
で
す

l
ノ

f
ー
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
O

B闘
制
国

9
時
j
打
時

園
開
園
(
予
約
制
)

第
4
火

曜

日

目

時

1
日
時

国
闘
圏
第
1

・3
木
曜
日

目
時
l
m時
⑮
判
川
相
倒
閣
。

市
民
相
談
室

2
n
l
1
0
0
3

図

闘

蹴

訟

第

2
金

曜

日

目

時

1
日
時

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

問

合

せ

は

富
山
地
方
法
務
局

8
2
1
0
4
6
1

毘
話
蹴
国
平
日
の

9
時

1
凶
時

と
第
1

・3
土
曜
日

9
時
1
ロ
時

市
教
育
セ

ン
タ
ー
宮
幻

1
7
1
7

a 

市
社
会
福
祉
課

園
開
園

火
・水
・金
曜
日

9
時
1
凶
時

市
商
工
観
光
課

包
お

1
0
2
5

闘
悶
園
園

9
時

1
口
時
市
役
所
高
年
齢
者

職
業
相
談
室

宮
お
ー
1
0
9
1

悶
酒
田
闘
組
制
調

9
時
i
打
時

パ

l
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

2
n

8
1
5
2
 

E
n
-
-
0
0
6
 



詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

8
0
7
6
4
4
3
2
7
1
 

自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所

8
M
l
1
0
3
6
 

一下
水
道
受
益
者
負
担
金

一
過
年
度
分
の
納
付
に
つ
い
て

過
年
度
分
の
納
め
忘
れ
の
あ

る
方
は
、
至
急
納
付
願
い
ま
す
o

v問
合
せ
先
市
下
水
道
課

業

務

係

岱

幻

1
1
0
3
8

一県
政
パ
ス

一

8
5
n月
運
行
分
受
付
申

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
地
方
県
民
相
談
室
(
魚
津

総
合
庁
舎
内
)
2
m
l
9
1
0
0

消防

一ど
こ
で
も
参
上

一応
急
手
当
講
習
会

知
識
と
し
て
は
理
解
で
き
る

応
急
手
当
。
で
も
、
「
い
ざ
と

い
う
時
大
丈
夫
か
な
?
」
と
い

ご寄付ありがとうございます
惨善意銀行ヘ [敬称略]

(故)山運吉次黒沢 50，000円
借)魚津飯金吉島 5，000円
かんっさ経津武志新角川I3，000円
三井自動車(槻友の会 天神野新 3，000円
京扇会 3，200円
林喜三治北山 100，000円
越野福子本江 378，870円

(故)寺崎はる本新町 100，000円
(有)魚津鍍金吉島 5，000円
三井自動車(樹友の会 天神野新 3，000円
(故)藤本 貫友道 50，000円
惨社会福祉基金として

(故)松本正吉島

おわびと訂正

5月号の善意銀行へのご寄付の記事中、
竹田正二、江口 5，000円とありましたが、

竹田正二、江口 50，000円の誤りでした。

深くおわびし、ここに訂正します。

100，000円

う
方
に
は
応
急
手
当
講
習
会
の

受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
ど
こ
で
も
参
上
し
ま
す

地
区
の
会
合
な
ど
へ
の
出
張

な
ど
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
救
急
隊
員
が
わ
か
り
や

す
く
指
導
し
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
消
防
署
救
急
係

宮
川

A
l

o
-
-
9

防
火
管
理
者

一資
格
取
得
講
習
会

V
講
習
日
(
甲
種
)

6
月

μ
日
(
木
)
、
お
日
(
金
)

・
会
場
魚
津
市
消
防
本
部

・
受
付

6
月
日
日
(
月
)
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

2
M
I
o
-
-
9
 

H23-1019 

交換
炉ゆずります ・応接三点セット

-冷蔵庫 ・ベッド ・座椅子

炉もとめます ・洗濯機

-掃除機 ・タイニングセット

惨申込み・問合せ先

市総務課行政係

c 
ロロ不用

うおづ・街の風景

五月晴れが続いた5月中旬、

富山湾に美しい夕日が沈んで

いきました。思わず足を止め

て日の入りを見とどけます。

( 5 /14仏国地内の海岸線で)

保安点検調査(6月)

新金屋 1丁目・ 2丁目、
中央通リ 1丁目
県LPガス保安センタ-
新川地区支所 H24-5340

一滴の水からつくろう新たな時代

家水道週間的

LPガス
炉実施地域

炉問合せ先

7 

危険物一手先読む

危険物安全週間

確かな点検

% ~ 12 

回

輔

副

国

第

2
水
曜
日

目
時

l
m時
叩
分
会
場
は
中
央
通

り
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル

⑮

魚

津

地

域
住
宅
相
談
所

E
nー

5
0
7
8

水
曜
日

健
康
セ
ン
タ
ー

9
時

1
1時

u
 
E
 9
時

ivm時

子

宮雪 If;lH 
24キ芭彊 24
l産.... 
U セリ
ン 9
1 タ 9

常
時

(
M
時
間
)
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
(
西
部
)
宮

μ
ー
8
4
8
4

(
東
部
)
E
nー

7
8
0
8

隠
開
園

9
時

i
M時

毘
臨
図
隠
随
闘
闘
闘
園

月
曜
日

9
時

1
ロ
時
新
川
保
健
所

魚
津
支
所

8
M
A
|
0
3
5
9

9
時

i
汀
時

a 

交
通
セ
ン
タ
ー

E
m
l
1
7
4
7

日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
時

i
M時
(
弁
護
士
会
館
内
)

8
0
7
6
4

幻

4
8
1
1

富
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

9
時
叩
分

1
m時

ω分

8
0
7
6
4
ー
幻

1
2
2
9
4

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
曾
相
談
官
シ
タ
|

(
百
楽
荘
内
)

月
i
金
曜
日

9
時
j
時
時

8
nー
0
8
9
9



@育児サロン
対 象:未就園児とその家族

受付時間:保育園・幼稚園 9:00'""-' 9:45 

実施日 ムヱミ 場

2日(水) 道下保育園

9日(水) 西布施保育園

10日(木) 松倉保育園・大町幼稚園

15日(火) 青島保育園

16日(水) 経団・住吉・あけび保育園

17日(木) 魚津愛育園・野方保育園

29日(火) 経田幼稚園

@あとびっこ相談会
アトピー性皮膚炎に関する講義

と座談会及び個別相談です。

離乳食、食事相談もあります0

・日 時 6月17日休:)13 : 00，.....， 

・会場及び問合せ先

新川保健所魚津支所fi'24-0359 

.母子手帳をご持参ください

(保育ルームあります。)

@パパの育児教室
おむつの替え方やお風呂の入れ

方の実習と先輩パパの体験談など

を聞きます。

・日時 6月19日(土)13 : 00，.....， 

・申込期限 6月16日(水)

・会場及び申込み先 健康センター

6月15日から医療機関でも基本健康診査が受けられます
(対象者には6月中旬までに受診票をお届けします。]
くわしいことは健康センターまで問い合わせ下さい。 j

@結核検診・肺がん検診・基本健康診査
吟受診票、健康手帳、検診料金200円(肺がん検診受診希望の方)

実施日 受付時間 A ヱ玄 場

9 : 30，.....， 10 : 30 石垣公民館
4日(釘

13 : 15""'" 15 : 00 上野方公民館

9 : 30"""'11 : 00 大海寺野公民館
11日(劃

13 : 15""'" 14 : 30 大海寺新公民館

9 : 30，.....，11 : 00 松倉公民館

16日(水) 13 : 15，.....，14 : 15 鹿熊公民館

14 : 45，.....，15 : 30 JAうおづ松倉支所

9:30，.....，10:30 有山公民館
18日(金)

13 : 15，.....， 15 : 00 上中島公民館

23日(水) 9 : 30，.....， 10 : 30 奥東城公民館

9 : 30""'" 10 : 30 出公民館
25日倒

13 : 15，.....，14 : 30 坪野小学校

9:30，.....，10:00 道坂公民館

29日(火) 10:30，.....，11:00 東蔵公民館

13 : 15，.....，14 : 30 片員公民館

9 : 30""'" 10 : 30 東山公民館
30日(水)

13 : 15，.....， 15 : 00 木下新公民館

7月1日(木) 13 : 15""'" 15 : 00 天神公民館

7月2日(金) 9 : 30"""'11 : 00 青島 3区公民館
(結核検診、
肺がん検診のみ) 13 : 15，.....， 15 : 00 健康センター

7月6日(火) 9 : 30，.....， 11 : 00 青島会館
(結核検診、
肺がん検診のみ) 13 : 15，.....，14 : 30 岡仏町内会館

対象者:40歳以上(結核検診は18歳以上)職場検診のない方。

※個別に受診票を出しています。案内の来ない方、職場を退職され

た方は、健康センターまでご連絡ください。

@集団がん検診
ゆ受診券、健康手帳、検診料金
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実施日 ムヱ;>: 場 内 容 米ヰ 金 受付時間

2日(水) 下中島公民館 胃がん 900円 8:30~ 9:30 

7日(月) 松倉公民館
大腸がん

8:30~ 9:30 

21日(月) 上中島公民館
700円 13: OO~ 14: 00 

22日(火) 加積公民館 子宮がん 800円 13: OO~ 14: 00 

7月6日(刈 片貝公民館 乳がん 1，200円 13: OO~ 14: 00 

平成11年度中に、 40歳、 50歳、 60歳になられる方および70歳以上の方

は無料。子宮がん、乳がんについては、 30歳の方も無料。

盆



お問合せは 魚津市健康センター
曾24・3999

寝たきりの方等への
在宅訪問歯科診療が始まります
「歯が痛いJI入れ歯があわない」等、歯の治療を受けたいが、身

体的な障害等により、歯科医院に通院できない方を対象に、自宅へ

歯科医が訪問し、治療を行う訪問歯科診療が6月から始まります。

希望される方は、健康センターまでご連絡ください。

@母子保健ゆ母子手帳、会場:健康センター

内 容 対 象 実施日 受付時間

4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 10日(木) 13:00~13 : 15 

股関節脱臼検診 第 2子以降
13:15~13:30 

1歳 6か月児健診 平成 9年11月生 8日(火) 13:00~13:30 まれの児

3 歳 』宅 健 呈o外::-、 に平事成前7に年案12内月を生送ま付れしのま児す 23日(7.k) 13:00~13:30 

@予防接種吟予診票と母子手帳

会場:健康センタ一、受付時間:13: 30~ 14: 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該 当 地 区

ツベルクリン反応検査 生後3か月 16日(水)
経団 ・天神

BCG  接種 '"'"'48か月 18日(金)

15日(火) 大町、下中島、上中島、松倉
=種混合(百日せき、

21日(月) 本江、上野方
ジフテリア、破傷風)

24日(木) 経田、天神
( 2回目〕

25日(金) 加積、片貝、西布施
(生後6か月'"'-'66か月〉

29日(火) 道下、村木

日本脳炎(生後36か月"'60か月) 17日(木) 大町、上中島、下中島

+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)
診療日 一 般 医

6月6日(日) 山岸産婦人科医院 産婦人科(上村木 n24-5878) 

6月13日(日) ピーチクリニック 産婦人科(本江 H22-7500) 

6月20日(日) 米沢外科医院 外 科(新金屋 H24-7777) 

6月27日(日) 新川病 院内 科(大光寺 H24-3800) 

7月4日(日) 桝崎クリニック内 科(北鬼江 H22-8800) 

@ 

6つのポイント ヨ(J~
1 新鮮な食品を JZ之
早めに食べる 栄三三ご.U))J
2.卵や鶏肉の扱 に ノ
いに注意する 川両面U・
3.手や調理器具はいつも清潔に
4.調理器具は肉・魚用と野菜用を
使い分ける

5.冷蔵庫を過信しない
6. 加熱する食品は中までよく火を
通す

万が一、「食中毒かな?Jと思わ
れる症状が出たら、すぐに医師の診

察を受けて下さい。

「かがやく歯 oq 
あなたの笑顔の U 

パートナー」

@教室・相談会
|閉めて参加される方は l 

会場:健康センター I:::)~~:~ :~'~~~': 1， I l事前にお申込みくださいj

内 容〔時間〕 実施 日

機能訓練 個別 1、8、15、22、29日(:k)

集団 10、24日(桐

健康運動相談会
22日(火)[ 13 : 00 ~ 13 : 30 ] 

歯 科 医

みたむら歯科医院 (吉島 H23-0477) 

河内歯科医院 (下村木町 H23-1733) 

江口おくがわ歯科医院 (江 口 H22-2607) 

奥平歯科医院 (滑川市21誌0277)
藤井歯科医院 (滑川市 sj花0352)

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側fi54-0731) 診療時間/午後7時""11時 診療科目/内科・小児科・外科

a 



リヤカーに動力噴霧器を乗せて、玄関先を消毒する人たち。

昭和 38年 6月、新町地内(現・新角川 1丁目)で行われた薬

剤による消毒風景である。

当時市では、梅雨の時期である 6月下旬から 7月中旬にかけて、

町部を中心に消毒を行っていた。主に蚊やハエが発生しやすい

下水溝や空き地、海岸などが対象だ、ったが、希望する町内会には、

家の中や周りの消毒もしていた。

消毒は天気のいい日に行われた。玄関先から一気に薬剤を吹

きつけるため、家の中には煙が充満する。 30分程度密閉する問、

家の人は一時外に避難した。山手の方では青年団が活躍し、家々

を消毒に回った地区もあったという。このような消毒風景は、

上下水道や殺虫剤の普及に伴い 15年ほど前に姿を消したが、

梅雨への備えは日本人にとって欠かせないものである。

内月
(
6
月
)

シリースも1

まちかと

あの項
消毒風景

(昭和38年)

4日(金) 魚津神社祭礼 (6日まで)

7日(月) 早朝ボランティア清掃除45"-'中央通り一帯，川原交番付近)

10日(木) 6月市議会定例会開会

11日(金) 入梅

13日(日) 魚津の朝市 (8:00"-'魚津港魚市場)

かづみ野音楽祭'99新川地区社会人吹奏楽の祭典 (14:00"-'新川文化ホール)

19日(土) あゆ釣り解禁

20日(日)父の日

22日(火) 夏至

27日(日) 市連合婦人会環境フェスティパル (10:00"-'ありそドーム)

男23~l5ô^(+Z6^)-3f24~T6臥r-tT5) 言t47 ，9-2-2Î~(副円5， 21偏在帯(十95

いよいよ梅雨到来。でも， 7日の早朝だけは晴れてほしいです。なぜなら，西部中学校と大町・村木・本江小学校の児童生徒が，祭

礼後のボランティア清掃を行うからです。川|原交番のお巡りさんと始めて11年目になります。「継続は金なり」頑張ってください。

a 


